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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役
木村 将雄

「確かな納期」「高品質」「低コスト」「メリット」
電機業界で必ず必要とされる存在に成る

当社は制御盤メーカーとして50年以上、現場の設備を止めないことを使命に事業を続けてきた。
売上100億円への挑戦は規模拡大が目的ではない。制御技術の高度化と人材育成に継続的に投資できる
体制をつくるためである。地域に根ざし、雇用を守り、若手技術者が誇りを持って働ける会社をつくる。
その延長線上に100億円企業がある。

2035年に売上高100億円を達成する。

現在の売上高12億円から年率約25%の成長を目標とし、
2032年に50億円、2035年に100億円達成を目指す。

・工程の内製化とキャパシティ拡大
・高度制御技術分野における人材の確保
・設計・エンジニアリング力の抜本的強化
・受託生産だけでなく、自社標準設計製品の新展開
・自動車産業以外の成長市場への多角化

主力商品 制御盤

〇本社所在地：愛知県愛知郡東郷町

〇事業概要：制御盤の設計・製造・据え

付・電気工事

〇常時使用する従業員：62名 （グループ

全体・2025年5月時点）

〇現在の売上高：12億円

（グループ全体・2025年5月期）

〇法人番号：2180001066723

〇Web：https://kimuraseigyo.com

キムラ制御システム株式会社（製造業）

・社長直轄「１００億推進プロジェクト」を立ち上げ
・長期的な中核人材の育成のため、社内幹部候補者にプロジェ
クトに参画させ段階的に権限を委譲

・地元企業のM&Aを推進による垂直統合を推進し、設計→板金
→塗装→組立までの制御盤のワンストップ生産体制を強化

・ベトナム設計事務所を強化しグローバル連携体制を確立

フェーズ１（2025-2027年）
本補助事業による板金加工内製化と㈲永光製作所との統合。

フェーズ2（2028-2030年）
塗装会社・設計会社のM&Aによる一貫生産体制確立。

フェーズ3（2031-2035年）
省力化装置の自社開発・総合電気設備会社への進化。



売上高100億円実現に向けてのフェーズ１・２・３

〇法人番号：2180001066723（キムラ制御システム社）、1180002084782（永光製作所社）
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キムラ制御システム株式会社（製造業）

フェーズ１：既存事業の拡大
2025年〜2027年

永光製作所との一体経営で板金加工〜
制御盤製造の一貫生産体制を整備。設
備投資でキャパ拡大を目指す。

フェーズ２：M&Aによる垂直統合
2028年〜2030年

塗装会社や設計会社などM&Aを実施し、
上流から下流まで対応。受託製造だけ
でなく提案型の設備一括受注型企業を
目指し売上を拡大

フェーズ３：新規事業拡大
2031年〜2035年

制御盤単体の受託製造から脱却し、電気設
備を中核とした受電設備更新や設備統合な
ど分野を拡大し総合電気設備エンジニアリ
ング会社を目指す。
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